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A Method of Comparative Reading on Two Versions of“Jack and the Beanstalk”in Junior High School----

Focusing on questions raised by students

はじめに

　同一書名にもかかわらず、内容の若干異なる２
冊の本『ジャックと豆の木』の冒頭部分を利用し
て、中学１・２生を対象に疑問点等を発見する批
判的読みを実施した。批判的読みは疑問点・不思
議点・矛盾点がより多く有る本であり、もう一つ
の本はそれらの疑問点などの解決版に、ある程度
なっている内容の本である。時間が許せば、前者
による批判的読みに続いて、後者による解決版を
読むことで、比較読みの一連の活動が完結する。
　今回は、前者による批判的読みを中心に疑問点
などを多数列挙してもらい、後者の解決版の読み
は末尾の10分程度で読んでもらった。批判的読み
の場合、中学１・２年生では、『ジャックと豆の木』
を、中学１年生で習った理科第二分野の植物の成
長の知識に基づき、また天や空・雲の上を歩くな
ど想像できないといった、より現実的・合理的な
立場から、さらに度数は少ないものの離婚といっ
た周囲の社会生活的立場から読んでいることが分
かった。

１　研究の経緯・実施日時と対象者

　県内Ａ中学校 PTA 主催において、標記テーマ
にかかわり演習する機会が2011年11月12日（土）
9:00～10:30にあった。受講生は中学１・２年生
50名（本調査資料に回答した人数）であった。
　
２　演習のテーマ

　名探偵になって、『ジャックと豆の木』の疑問
点・不思議点・矛盾点を見つけよう。 

３　手　順

　最初に個人により、『ジャックと豆の木』の疑
問点・不思議点・矛盾点を見つける作業をした。
このための時間配分は、個人による文章の読みが
約５分、そして個人探偵作業が約15分であった。
　続いて、１グループ４人～６人で、各自の見つ
けた疑問点・不思議点・矛盾点を提示し合い、個
人では見つけることができなかった点に気づかせ
た。各グループは、疑問点・不思議点・矛盾点の
中から５点を整理し（できるだけ他のグループが
発見できないものを）、Ａ３の５枚の用紙にマジ
ックで記入した（約25分）。
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５冊が３名（６％）、４冊が３名（６％）、以下、
30冊、25冊、24冊、20冊、18冊、15冊、14冊、11
冊、７冊、６冊がそれぞれ１名（２％）であった。
　分厚い本なら２～３冊であるとコメントした者
もあり、ここでの問いかけでも、本の種類を特定
していないために、マンガ本も含まれていること
も考えられるため、前述の4-2同様に参考資料で
ある。

4-4　今回の批判的読みの継続的希望について

　それでは、今回実施したような批判的読みにつ
いての継続的実施についてはどうか。「今回のや
り方を続けたいですか」については、「１　はい」
と回答した者の人数は44名（88％）、「２　いいえ」
と回答した者の人数は５名（10％）、未記入者１
名であった。今回の批判的読み方の希望が多いこ
とが分かる。
　ただし普段、授業の中で友達と意見を交換して
疑問点を探すなどを体験する機会が少ないことも
あるので、「１　はい」と回答した者の人数44名
（88％）については、今回の演習の真新しさも加
わっての数値と解釈するべきであろう。

4-5　演習後日の感想文

　後日、演習後に書かれた感想文が送付されてき
たので、以下に掲げる。

１）矛盾点・疑問点を探しながら読むことはあま
り無いので、とても新鮮でした。これから読む本
でも、批判的読みをして、楽しく、ユニークに、
そして読解の力をつけて読めるといいなと思いま
した。
２）『ジャックと豆の木』自体、どんな話なのか
よく分かっていなかったが、お話を知り、理解す
ると共に、分析して批判的に読む面白さが分かり
ました。童話ならではのアバウトな点や矛盾点を
突き詰めていくことで、全体がはっきり見えてき
て、興味深かったです。他の版やお話も読んでみ
たいと思いました。
３）たくさんの矛盾点を見つけることができまし

　次に、白板に記述したＡ３用紙を提示して、グ
ループ対抗による得点化をすることで、競争した
（約25分）。９グループを作った。
　最後に、解決バージョンの『ジャックと豆の
木』を読み、疑問点・不思議点・矛盾点の一つの
解決策を読んだ（約10分）。
　まとめとして、今回の演習について感想を書い
てもらった（約10分）。

４　結　果

　演習後のアンケート調査結果から述べる。

4-1　読書への興味

　「読書に興味をもちましたか」を５段階で聞い
た。「５　非常に興味をもちました」が13名（26
％）、「４　普段よりも興味を持ちました」が28名

（56％）、「３　普通です」が９名（18％）であった。
「２ あまり興味をもちませんでした」および「１ 

全然興味を持ちません」は０名であった。50名中
41名の82％が、今回の分析的な読み方に興味を持
った。

4-2　普段の読書傾向

　「あなたは普段、読書をしますか」では、「５
　大変よく読みます」が10名（20％）、「４　普通
よりも読むほうです」が５名（10％）、「３　普通
です」が18名（36％）、「２　あまり読まないほう
です」が10名（20％）、「１　全然読まないです」
が７名（14％）であった。普通よりは、良く読む
と回答した者が30％であった。この数値は、次に
述べる最近読んだ１か月の冊数ともかかわり、マ
ンガ本や小説など、どのような種類のものを本と
するかともかかわり、問いかけが漠然としていた
ことをお断りしておく。

4-3　最近１か月に読んだ本の冊数

　具体的に「最近１か月に読んだ本の冊数を書い
てもらった」。人数の多い方からあげると、０冊
が９名（18％）、２冊が８名（16％）、１冊が７名
（14％）、10冊が６名（12％）、３冊が４名（８％）、
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た。とても面白くて90分があっという間でした。
訳者によって文章が違うところが特に楽しかった
です。これから本を読むときも、今日の内容を生
かせば、いいなと思います。
４）一人一人が名探偵になるということで、普段、
読まないことが多かったのですが、深く読めば読
むほど、いろいろな点を見ることができました。
他にも、他のグループの考えを参考にしていきた
いです。
５）たくさん矛盾点があったことにとても驚きま
した。日本語に訳した人が違うことによって、物
語が少し変わってくることも分かりました。これ
からは１回だけ読むのではなく、いろんな日本語
訳のものを読んでみたいと思いました。
６）誰もが知っている『ジャックと豆の木』でも、
色々なバージョンがあって、内容が異なっている
ことに驚きました。疑問点などを探すのはあら探
しをしているようだったけれど、不思議なことが
たくさんあって楽しめた。これを機になるべく多
くの数やジャンルの本に親しみたい。
７）『ジャックと豆の木』というとても身近なお
話でも、色んなバージョンがあり、内容が違うこ
とに驚きました。また、矛盾点や疑問点を調べる
ことで、もっと深く物語を知ることができると分
かったし、実際、とても深くまで読みとれたので、
良かった。
８）本を読むときに、ただ読んで理解しようとす
るのではなく、フィクションや矛盾を物語だから
といって見逃さず、そういうものを突き詰めてい
くことで、もっと深く考えることができると思っ
た。
９）本の矛盾を見つけることによって、著者が伝
えたかったことをより知りやすくなると思った。
ただ、実際の読書のときには、矛盾点を深く考え
ると、本を楽しめなくなってしまうので、「あっ、
ここ、なんかおかしいな」程度で留めて置くこと
もいいと考えた。
10）『ジャックと豆の木』の物語を通して、深く
理解していく読み方が分かりました。一つ一つの
行動や、言葉に注目するというのも楽しいなと思

いました。このように読むことで、詳しく理解す
ることができて、面白かったです。また読んでみ
たいです。
11）『ジャックと豆の木』を普段とは違う視点で
読むことができて、読み深めることができた。批
判的読みはとても面白いということが分かったた
め、また他の本でもやってみたいです。
12）『ジャックと豆の木』をいつもと違う視点か
ら読んでみると、たくさんの疑問点や矛盾点が出
てきて面白かったです。他の物語でもやってみる
と楽しいかなと思います。

　以上の感想文から、このような批判的な読み方
も時々は深く読み込むことで楽しい読み方を提供
できることを示している。一方、９）「実際の読
書のときには、矛盾点を深く考えると、本を楽し
めなくなってしまうので、『あっ、ここ、なんか
おかしいな』 程度で留めて置くこともいいと考え
た」のような読み方も大切であることが分かる。
このことは、細川・大河原（2012）が小学５年生
の実践でも指摘している通りである（同本誌前掲、
岩手大学教育学部附属教育実践総合センター研究
紀要11号に掲載している）。

4-6　疑問点・不思議点・矛盾点の傾向

　以下では、今回の批判的読みについて具体的に
列挙してもらった疑問点・不思議点・矛盾点につ
いて、表１の通り整理したものについて述べる。
必ずしも度数の多いものというよりも、今回の整
理を通して、質的に感じたものについて述べるこ
ととする。
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表１　中学１・２年生50名が抱いた疑問点・不思議点・矛盾点の整理（高校２年生86名の度数とともに）
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　表１の回答状況から、中学生の回答傾向として
の読み方の特徴をいくつか述べることができる。
表１における左端の「整理番号」に基づいて述べ
る。

１）中学１・２年生で学習した理科第二分野の知
識に基づく読み
　整理していて特徴的だった項目は、発芽につい
ての知識の有無である。分析的読みは、一種の問
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題解決学習である。問題解決学習には知識の獲得
を前提にして、その知識を活用してものごとを吟
味するという態度の育成がある。知識が無ければ、
問題解決はできないということである。中学生は
１年生で獲得した植物についての知識、例えば、
種子の発芽条件である、適当な水分・温度・空気
（酸素）といった、いわゆる発芽の３条件と呼ば
れるものの知識の前提がある。整理番号150「発
芽条件、夜である、水が無い」、155「発芽率が低
い / 水をあげていないのに、なぜいきなり芽を出
した」、156「外に投げただけなのに、豆の木が伸
びたこと」が、それである。
　この発芽の条件を配慮すると、老人からもらっ
た豆が母親によって投げ出されたのは、昼間から
夜にかけてである。感覚的には夕方のような感じ
もする。外にほうり出されたので、土はかぶせら
れてはいない。季節も不明である。このように見
てみると、発芽の３条件に基づく判断からは、前
日に雨が降り地面が濡れていない限り、発芽を予
想するのはいささか困難であろう。
　次に、つると木の違いについての指摘である。
整理番号１「題名からして豆って木じゃない」、
152「豆から木がはえるわけがない」、168「家に
巻きつかないのか？」が、それである。ちなみに、
書名の場合にも、『ジャックと豆の木』と『ジャ
ックと豆のつる』の２種類がある。
　一般には、つるはなにかしらの樹木や支えにか
らまらなければ、それを伝わって上に伸びること
ができない。生徒が家にからまないのを不思議に
思うのは当然かもしれない。ブライアン・ヘイソ
ン監督（2001）の映画（正しくは DVD）『ビーン
ストーク／ジャックと豆の木』では、複数のつる
がお互いにからみあうことで、互いに支え合うよ
うになっているが、実際にはこのようなことが可
能であるだろうか。
　科学的知識に関連して、整理番号174「空で酸
欠になるはず / 息ができるのか」、175「空は寒い
はず / ただの服で空高く行ったら」を挙げられる
であろう。
　さらに、整理番号180、183、184に見られる「天

に道と家があって、人がいるはずがない」など、
天についての疑問が出されている。

２）派生する問い
　搾乳、殺菌処理の必要性（整理番号22）とその
開始時期、機織り、パンの販売。
　昔の生活スタイルについての知識はどうか。衣
服を綿や蚕から紡いで、糸や布を織るということ
が、現在では想像できない。食べ物も小麦からパ
ンを作ることも余り考えられないためか、自宅の
パン機で作る以外に、現在ではパンは買うものと
考えられているためか。
　牛乳についての殺菌処理の指摘は、牛乳の保存
と流通にかかわるもので、この物語が伝えられて
きた時代を考えるために、役立つ問題提起となっ
ている。今回の生徒による問題点の指摘からは、
ジャックと豆の木を巡る発展問題として、これを
科学的に考察するという立場がでてくる。

３）社会生活的立場からの問い　
　離婚と再婚の問題を整理番号９「なぜお母さん
は再婚という考えをせず、ジャックと暮らしてい
たのか」に見ることができる。古代ローマ以前に
も夫が無くなれば、再婚が当たり前の時代があっ
たので、これは古くて新しい問題であるだろう。

４）物語の背景にかかわる事項
　一見、本質的な問いに思われないが、実際には、
物語全体を貫く内容にかかわる問いがあった。整
理番号７／８「父親の死因、どうして死んだの
か？」や、53「そもそも老人は何者なのか？」で
ある。この解については、大宮（1977）に詳しい。
また、前述したブライアン・ヘイソン監督（2001）
の映画では、種子の遺伝子工学的処理など現代的
視点から製作されている。
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